
犬山市観光戦略　KPI 進捗状況 一覧表 資料２

◆目標指標

基本理念
令和元年度時点

①

令和5年度時点

②

当初と

令和5年度の比較

② ー ①

令和5年度の

見込値との比較

②-((((③-①)÷12)×3)+①)

目標値

（令和13年度）

③

令和5年度時点

の達成率

② ÷ ③

確認方法

見込値 140,203人

＋ 30,465人

日帰り消費額 日帰り消費額 日帰り消費額 日帰り消費額 日帰り消費額 日帰り消費額

16,109百万円 18,036百万円 1,927百万円 見込値 17,768百万円 19,331百万円

一人あたり見込値 4,038円

＋ 268円

宿泊消費額 宿泊消費額 宿泊消費額 宿泊消費額 宿泊消費額 宿泊消費額

2,435百万円 3,707百万円 1,272百万円 見込値 2,739百万円 3,653百万円

一人あたり見込値 17,021円

＋ 6,015円

見込値39.1％ 48.0%

＋ 0.3% （R4年度＋10％）

見込値15.2品目 33品目

＋ 7.1品目 （R4年度＋20品目）

見込値 72.6％

＋ 7.7％

見込値 81.1％
-0.4％

6回 13回 ＋ 7回 ― 3回30人/年 433.3%

144人 170人 26人 ― を維持 566.7%

7 エリアマネジメント※3

の実施箇所
0箇所 0箇所 0箇所 見込値 1箇所 3箇所 0% 観光課調査

※１　地元雇用率（地元調達率）は、市域内の観光業に関わる各事業所（飲食店、宿泊施設、小売店など）での従業員数のうち、犬山市内に在住している従業員数の割合

　　　地元使用品目は各事業所が取り扱った食材等のうち、犬山産（市内で生産・加工された食材・品物）である品目の平均値

※２　観光客満足度は「大変満足」と「満足」の割合の合計、再訪問意向は「大変そう思う」と「そう思う」の割合の合計

※３　エリアマネジメントとは、地域における良好な環境や地域の価値を維持・向上させるための、住民・事業主・地権者などによる主体的な取組み

― ― 80.0% ―
インターネット
アンケート調査

犬山人のおもてなしに出
会える
（ホスピタリティ）

6
観光まちづくり会議の
開催数と延べ参加人数

観光課調査

犬山ならではの感動が得
られる
（オリジナリティ）

4

5
犬山の認知度
（首都圏・関西圏）

70.0% ―

80.1% 100.2%

観光アンケート調査

再訪問意向※2

※ R5年度の調査なし
79.8％ 80.7％ ＋ 0.9％ 85.0% 94.9%

観光客満足度※2

※ R5年度の調査なし
70.1％ 80.3％ ＋ 10 %

82.1%
観光事業者アンケー
ト調査

地元使用品目 13 品目 22.3品目 ＋ 9.3 品目 67.6%

3

地元雇用率
（地元調達率）

38% 39.4% ＋ 1.4％

一人あたり 4,306円 一人あたり ＋ 460円 一人あたり 4,615円

101.5%
一人あたり 15,130円 一人あたり 23,036円 一人あたり ＋ 7,906円 一人あたり 22,695円

　本戦略では20年先の目指すべき観光地の姿を見据え、これからの10年間で観光施策を展開していく上で、３つの基本理念に基づいた目標指標を設定し、計画的に施策を推進し、

 観光まちづくりの将来像「犬山らしさを磨き、ずっといたくなる、みんなでつくる・みんなのための観光」の実現を目指します。

　それぞれの指標の目標値は、10年後の令和13年度時点の目標値として定めましたが、それに対する令和5年度の進捗状況と取りまとめました。

目標指標

ゆっくりと安心して歴
史・文化・自然が楽し

め、地域も潤う
（コンフォタビリティ）

1 宿泊者数 110,304人 170,668人 ＋ 60,364人 200,000人 85.3% 観光統計 （年集計）

2
日帰り・宿泊消費額

※ R5年度の調査なし

観光アンケート調査
（年集計）

93.3%
一人あたり 3,846円

※1

令和4年度 時点

令和4年度 時点

令和4年度 時点
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１．犬山市内の宿泊者数 

➢ （表 1）より、2015（平成 27）年の 184,892 人をピークに減少傾向にあり、2020（令和 2）

年の新型コロナウイルス感染症の拡大時には 31,010 人まで落ち込んだ。その後、2023（令

和 5）年には宿泊施設が増加したこともあり 170,668 人にまで宿泊客数が回復した、また、

外国人宿泊者（インバウンド）の占める割合が増加している。 

 

➢ （表 2）より、本戦略において 2031（令和 13）年の目標値を達成するための同年の見込値と

比較した場合、見込値は 140,203 人となっており、2023（令和 5）は見込値を上回る宿泊者

数となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（表 1）犬山市内宿泊者数の推移 

出典：犬山市資料 

（表 2）犬山市内宿泊者数の見込値との比較 

出典：犬山市資料 

出典：犬山市資料 
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２．日帰り及び宿泊消費額の状況  ※ 聞き取り調査のため、R５年度は調査なし 

➢ （表 3）と（表 4）より、2022（令和 4）年における来訪者の日帰り及び宿泊消費額は 2019

（令和元）年と比べてどちらも増加傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

      項目 

 年 
犬山市日帰り 

犬山市宿泊 

（宿泊費有料に限る） 

犬山市宿泊 

（その他） 

2022（令和 4）年 
4,306 円 

(n=775) 

23,036 円 

（n=25） 

0 円 

（n=2） 

2019（令和元）年 
3,846 円 

（n=1033） 

15,130 円 

（n=13） 

4,977 円 

（n=26） 

2012（平成 24）年 
1,942 円 

（ｎ=3200） 

16,344 円 

（n=38） 
― 

（表 3）日帰り及び宿泊消費額の推移 

（表 4）日帰り及び宿泊消費額の推移（グラフ） 

出典：犬山市資料 

出典：犬山市資料 
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(R1) (R4) (R5) (R6) (R7) (R8) (R9) (R10) (R11) (R12) (R13)

➢ （表 5）より、本戦略において 2031（令和 13）年の目標値を達成するための同年の見込値と

比較した場合、犬山市宿泊は 23,036 円となっており、見込値の 15,887 円を上回っている。 

➢ 犬山市日帰りは 4,306 円となっており。見込値の 3,923 円を上回っている。 

（表 5）日帰り及び宿泊消費額の見込値との比較 

出典：犬山市資料 
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３．地元調達率及び地元使用品目 

➢ （表 6）より、2023（令和 5）年における地元雇用率（地元調達率）は 39.4%であり、前年よ

り 1.4％増加した。同年の見込値と比べても概ね同様の増加となった。 

➢ （表 7）より、2023（令和 5）年における地元使用品目は 22.3 品目であり、前年より 9.3 品

目増加した。同年の見込値には達しているものの、目標値にはまだ達していない。 

 

 

 

 

 

 

  

（表 6）地元雇用率（地元調達率） 

出典：犬山市資料 

（表７）地元使用品目 

出典：犬山市資料 
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４．観光客満足度及び再訪問意向   ※ 聞き取り調査のため、R５年度は調査なし  

➢ （表 8）より、2022（令和 4）年における観光客満足度は「満足」が 52.7%と最も高く、次い

で「大変満足」（27.6％）、「やや満足」（14.2％）と続く。 

2019（令和元）年の「大変満足」と「満足」の比較した合計値は、70.1％ → 80.3％となり

＋10.2%だった。 

➢ （表 9）より、2022（令和 4）年における再訪問意向は「そう思う」が 42.6%と最も高く、次

いで「大変そう思う」（38.1％）、「やや思う」（13.1％）となっている。 

2019（令和元）年の「大変満足」と「満足」の比較した合計値は、79.8％ → 80.7％となり

＋0.9％だった。 

 

 

 

 

  

出典：犬山市資料 

出典：犬山市資料 

2019（令和元）年 2022（令和 4）年 

（表 8）観光客満足度 

（表 9）再訪問意向 

2022（令和 4）年 
2019（令和元）年 
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５．犬山市の認知度   ※ インターネットアンケート調査のため、R５年度は調査なし 

 

現状値 ［2019（令和元）年度時点］ 70.0％ 
 

目標値 ［2031（令和 13）年度時点］ 80.0％ 
 

【目標設定方法】 

・本市観光統計より、現状値は「犬山市を知らない」と回答した東京都（首都圏）37.6％と大阪

府（関西圏）31.9％に対し、見方を変えるとそれぞれ約 70％の人から本市を認知されている

ことがわかる。 

・目標値は、現状値の約 70.0％から 10.0％増加の 80.0％を目標値として設定。 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

犬山城

城下町

有楽苑（如庵）

三光稲荷神社（ハートの絵馬）

日本ライン

木曽川

鵜飼（うかい）

明治村

モンキーパーク

モンキーセンター

リトルワールド

成田山

桃太郎神社

お菓子の城

入鹿池

大縣神社

犬山温泉

わん丸君

桜・紅葉や里山などの自然景観

犬山祭やからくり人形

川や山などの自然アクティビティ

手作りなど文化体験

まち歩き・食べ歩き

その他

イメージがわかない

犬山市を知らない

愛知県名古屋市 愛知県尾張 愛知県（知多、三河） 岐阜県（岐阜、中濃、東濃） 三重県（北勢） 東京都 大阪府

n=1070 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

犬山城

城下町

有楽苑（如庵）

三光稲荷神社（ハートの絵馬）

日本ライン

木曽川

鵜飼（うかい）

明治村

モンキーパーク

モンキーセンター

リトルワールド

成田山

桃太郎神社

お菓子の城

入鹿池

大縣神社

犬山温泉

わん丸君

桜・紅葉や里山などの自然景観

犬山祭やからくり人形

川や山などの自然アクティビティ

手作りなど文化体験

まち歩き・食べ歩き

その他

イメージがわかない

犬山市を知らない

愛知県名古屋市 愛知県尾張 愛知県（知多、三河） 岐阜県（岐阜、中濃、東濃） 三重県（北勢） 東京都 大阪府

大阪府（関西圏）31.9％ 

東京都（首都圏）37.6％ 

現状値 

約 70.0％の人から認知されている 

※『犬山市観光戦略策定支援業務 2019 年度実施調査』 

２．潜在ニーズ調査（インターネットアンケート調査）より抜粋 

  （［Ｑ３］本市のイメージについて思い浮かぶものをお聞かせください。） 

 
（表 10）犬山市のイメージ 
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６．観光まちづくり会議の開催数と延べ参加人数 

➢ （表 11）より、観光まちづくり会議の開催数と延べ参加人数について、2023（令和 5）年は 

木曽川河畔空間整備に向けた「河畔 de カタリーヴァ」を全 6 回、SDGｓ観光まちづくり会議

を全 5 回、犬山城下町に関する対話の場を全 2 回開催した。その結果合計 13 回、延べ参加人

数は 170 人だった。 

 

 

 

 

     年 

項目 

2019 

（令和元）年 

2022 

（令和 4）年 

2023 

（令和 5）年 

会議の開催数 6 回 7 回 13 回 

延べ参加人数 144 人 127 人 170 人 

 

 

 

 

 

７．エリアマネジメントの実施箇所 

➢ （表 12）より、エリアマネジメントの実施箇所について、2023（令和 5）年は 0 箇所だった

が、想定箇所としている内田、栗栖、犬山城下町においては各施策の展開や関係者との協議な

どを実施しており、本戦略の計画期間内にエリアマネジメントの実現を目指している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

      項目 

   年 

エリアマネジメントの 

実施箇所数 

2023（令和 5）年 0 箇所 

2019（令和元）年 0 箇所 

（表 11）観光まちづくり会議の開催数と延べ参加人数 

（表 12）エリアマネジメントの実施箇所 
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各種アンケートの実施概要 

①「地元雇用率（地元調達率）・地元使用品目」の調査 

犬山市観光課において「地元雇用率（地元調達率）・地元使用品目」を調査するためのアンケー

ト調査を犬山市観光協会の会員を対象に実施した。 

 

実施期間 2024 年 7 月 1 日（月）～ 7 月 19 日（金） 

調査方法 郵送アンケート調査 

調査対象 犬山市観光協会の会員 

有効回答数 76 件/220 件 

主な質問項目 
従業員数及び市内在住者の人数、事業所で取り扱っている品目

数及び犬山産の品目数 

 

 

 

 

 

 

 


